
皆さんの力作を集めた作品展　開催のお知らせ！！！

「 」私の腕自慢展 をひより電器にて開催いたします。
皆さんが丹精を込めて作成した力作、傑作、珍作が集結します！
趣味で作り上げた物から、プロ級の腕を発揮した作品まで、
鑑賞して楽しい作品をひより電器の店内に展示します！

当日は店内に座れる休憩スペースをゆったりと準備しますので、
作品を鑑賞して、おしゃべりして、お茶菓子をつまんで、

笑って楽しんで、休憩していってくださいね！

「 」第一回 私の腕自慢展
１２月７日 ～８日 の２日間（土） （日）

午前１０時から午後７時まで　ひより電器店内にて
同時開催：パナソニックフェア

　実はこの時、テヘランの空港には救出を待っている二百数十名の日本人に加
え、トルコ人も六百名近くが救出を待っていたのです。当初、トルコ政府が
自国民救出のために派遣する予定だったのは２５０名が搭乗出来る飛行機一機
だけでした。つまりトルコ政府は自国民ですら全員を救出する事が出来ない状
況であったにもかかわらず、日本人救出のために、危険を覚悟でもう一機を
追加派遣する事にしたのです。しかも、トルコ政府はこの時点で、トルコの国民
が三百名ほど取り残されてしまうと分かっていながら、日本人全員を優先して
救出する決断をしていたのでした。

　撃墜宣言の時間が迫り、空港周辺では砲撃の着弾音が鳴り響く中、「危険な
任務であろうとも、日本人救出のためならば光栄です！」と志願したトルコ航空の
機長達が操縦する二機の飛行機が到着しました。そして、全員が救出される事を
知らされた日本人は歓喜に湧いたのですが、一方、自分たちがこの二機には乗れ
ないと知ったトルコ人の方々は「エルトゥールル号の恩返しだ。我々は陸路を歩いて
でも帰れるんだから！」と、最後の救援機となったこの二機を見送ったそうです。

　このようにトルコのオザル首相は自国民より日本人を優先する決断を行った
のですが、その後、この事がトルコ国内で問題になることは全くなかったそうで
す。トルコ国民全員が、日本人救出を誇りに思って下さったからでしょう。

　東日本大震災の際に、世界中から救援隊が派遣され、活動が続けられる中、
福島第一原発の問題が深刻になるにつれ、次々と多くの国が撤収していく状況
でも、最後まで救援活動を続けてくれた国がトルコ共和国です。
３０年前にトルコの方々と出会った際に、訳が分からないまま握手に応じていた
自分を思い出すと、今でも恥ずかしくて仕方がありません。

　感動とは、物事に感銘を受けて強く心を動かされる事ですが、私たち夫婦は、
トルコ共和国と日本との友好関係に関する話が大好きで、その中でも昭和６０年
のイラン・イラク戦争時の日本人救出の話は、深い感動を覚える話のひとつです。
最近、これに関する書物を読む機会がありましたので、少し長文になりますが、
この事について書かせていただきます。

　今から３０年前、私にとって不可解な出来事がありました。私が米国を訪問
していた際に、初めて出会ったトルコ人が、「えっ！日本人なの！ちょっと待って
て！」と言って数名の友達を呼んで来ました。そして彼らは「あなた日本人なのね！
私達はトルコ人なのよ！」と言って次々と私に握手を求め、私は何を大歓迎され
ているのか訳が分からないままに応じていたのでした。それから２３年後、たまた
ま観ていたテレビ番組で明治２３年にトルコ人約六百名を乗せた
トルコ軍艦エルトゥールル号が和歌山県串本沖で悪天候のため
難破、沈没した際に、串本の地元の方々が誠心誠意、トルコ人
の救助と介抱にあたり、トルコ国内ではこの事が永く語り継がれ、
トルコと日本の友情が深まっていったと言う事実を、私は初めて
知りました。そしてそのトルコから日本への大きな恩返しのひとつ
が、イラン・イラク戦争時のテヘランからの日本人救出だったのです。

　昭和６０年イラン・イラク戦争下でイラクのフセイン大統領が「今から４８時間
後以降に、イランの領空を飛行する飛行機は民間機であっても撃墜する」と宣言
したため、現地はパニック状態となりました。世界の各国はイランにいる自国民を
脱出させるために、次々と救援機を送り、脱出させていきました。しかし、日本政
府は現地に取り残された二百数十名の日本人を救出するための飛行機の手配が
出来ず、打つ手がないまま時間切れが迫ってきました。そこで日本から救援機が
来ない事を知った現地の日本人が、脱出の最後の期待を掛けて無理を承知で、
イランと国境を接するトルコ政府に助けを求めたのです。するとトルコのオザル首相
は突然の依頼にも係わらず「エルトゥールル号の恩返しだ！」と、危険を冒してでも
救援機を派遣する決断をしたのでした。これだけでも感動の話なのですが、私に
とってはこの先がさらに「想像を超えた感動の話」なのです。（右上に続きます⇒）
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おかげ様でひより電器も１２月で開店から４周年を迎えます。
これからも益々、頑張って皆さんに「 」、「 」をハツラツびより 笑顔びより
お届けしていきますので、よろしくお願いいたします！


